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最大で A ３判用紙両面とする。 
 
　この手続きの中には、グループワーク、体験
の相対化、制限内での効果的プレゼンテーショ
ンなど、「教職実践演習」展開の法令上の必要
事項を含め、学生が最後の学習期間で習得すべ
き内容を含むことを意図した。 
 
４．結果と考察 
　28 名は、５グループに分かれ、各グループ
は５ないし６名から構成された。グループでの
話し合いの結果、全てのグループが学級新聞を
作成することとなった。またその対象について
も、グループ単位で決め、中学生を対象とする
ものが３グループ、高校生を対象とするものが
２グループであった。これは、学生自身が参加
した教育実習校とほぼ同一であった。すなわち、
教育実習で教壇に立ち、授業実習や学級運営実
習をした時の体験をもとに、学級新聞を通して
伝えたいメッセージの対象者を選択しているこ
とがうかがえた。また、対象とする学年につい
ては、中学生対象の場合は、１年か３年、高校
生対象の場合は、３年であった。 
　学級新聞のテーマは、中学生対象、高校生対
象を問わず、「夢を叶える」「部活動から得るこ
と」「勉強する意味」「職業を選ぶ」に収斂した。
これは、保健体育免許取得希望者が多いクラス
であり、大学生活を通して運動部の活動をして
きた学生が多いこと、受講学生全員が、就職活
動を体験し、それを通して自分自身のキャリア
形成に直面した体験を共通に持つことに起因す
ると推測できる。 
　特徴的な内容について、詳述したい。「夢を
叶える」のテーマを中学校３年生の学級新聞で
伝えることとしたグループの学生Ａは、陸上競
技のトップアスリートだった為末大氏の著書や
講演から、学校の教師や運動の指導者が口にす
る「夢は追い続ければ必ず叶う」という言説を
素材にした。Ａ自身が高校時代から陸上競技に
打ち込んでおり、自分自身の体験と「努力を重
ねても、能力には優劣があり、それを直視する
ことが不可欠。しかし、そのことと人間の優劣
には関係ない」という為末の主張を取り入れな
がら、高校受験に直面する中学３年生のスター
トへのメッセージとしていた。これは、Ａ自身
がアスリートとして練習を重ね、競技会に参加
し、結果を受け止めることを繰り返してきた体
験を語るだけでなく、その体験を思考し、語る
時、為末の言葉と出会い、その言葉を援用して
中学生に物語る行為をおこなったと言えよう。 
　また学生Ｂは、中学校１年生を対象とした学
級新聞で、「アンパンマン」や「クレヨンしんちゃ
ん」といったひろく人口に膾炙されているアニ
メ作品を素材にして、セリフの解釈や分析をお
こなった。例えば「クレヨンしんちゃん」でし
んのすけが語った「弱い者ほど、相手を許すこ
とができない。許すということは、強きの証だ」
をもとにして、このフレーズがガンジーの言葉
であることや、友達との関係において、許すた
めには、相手のことを想像し、理解する思いや
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りが必要であることを説明している。Ｂが想定
しているクラスの生徒たちのほとんどは、小学
生の頃に「クレヨンしんちゃん」体験をしてい
るであろう。そのアニメのフレーズを取り上げ
て、分析することで友人関係の基本的態度とし
て説明することは、中学校と小学校の学びの違
いにすら、隠喩的に言及することになっている
のではないだろうか。 
 
５．おわりに 
　中学生高校生が明日を見通す教育的関わりと
して、「教職実践演習」での試みを整理論考し
てきた。生徒という読者を想定し、生徒が手に
して、読みやすい学級新聞を作成するという活
動のなかで、学生たちは、自分の life history
を振り返り、またそれを文献やインタビューな
どで相対化して語るという作業をおこなったと
言えよう。特に、教育実習の体験によって、今
の中学生や高校生をリアルにイメージし、また
教職課程履修のなかで学修した教育の意義や機
能、発達段階に応じた教授法などもこの学級新
聞作成には内包されている様相が窺えた。今後
の課題としては、学生の学校体験をさらに豊富
にすると共に、一方で体験主義に陥らないよう
な知的鍛錬をあわせておこなうことである。 
